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                                      様式３ 
論  文  内  容  の  要  旨  
 
氏  名  （  福島 昌一郎 ）  
論文題名 
Multi-scaled near-infrared and cathodoluminescence bioimaging 





























                                      様式7 
論文審査の結果の要旨及び担当者  
氏  名  （  福島 昌一郎 ）  
論文審査担当者 



























択し，希土類元素 (発光中心元素：Tm, Ho,またはErと，近赤外光増感元素：Yb) を添加した三種の蛍光体の合成法を
確立した。合成法には尿素を沈殿材として用いる均一沈殿法を用いているが，尿素をこれまで報告されている濃度よ
り100倍以上過剰添加することで，粒子核形成の促進と原料枯渇化を引き起こし，30 nmほどの粒子径をもつ，分散し
た蛍光体ナノプローブが得られることを示した。また，本合成法を用いることで，粒径制御に加えて，蛍光体中へ賦
活する希土類元素濃度を0.1 mol%オーダーの精度で制御できることを示した。希土類蛍光体の発光強度は賦活された
希土類元素濃度に大きく依存する。実験で得た最適な元素濃度値を粒子合成に反映することで，蛍光体ナノプローブ
の微細化と発光増強を実現した。 
 開発した蛍光体ナノプローブを用いて，近赤外光・カソードルミネッセンスバイオイメージングを検証した。粒径
30 nm の単一プローブを電子線励起で退色することなくイメージング可能であること実証し，また細胞に取り込ませ
た複数種類の粒子を，発光波長により分別可能であることを示した。近赤外励起でもカソードルミネッセンスでも同
一個所を観測可能で，相関イメージングが可能であることを示した。さらに，厚み1.5 mmの皮膚モデル越しにナノプ
ローブを取り込ませた細胞を可視化可能であること，ナノプローブを取り込ませた細胞シートのラット皮下へ埋め込
み，その位置を近赤外イメージングで体外から可視化できることを示した。 
 この研究をドラッグデリバリー観測に応用すれば，ドラッグの輸送追跡， 器官への集積，個々の細胞への取り込み
までを同一プローブで観測することが可能となり，その有用性は高い。 よって，博士（工学）の学位論文として価値
のあるものと認める。 
 
 
